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背景

セイント☆おにいさん

ブッダとイエスが、立川の
安アパートで暮らす日常
コメディー。

ハカイジュウハカイジュウ

立川を舞台に、巨大怪獣
の脅威を描いたパニック
ホラー。

とある魔術の禁書目録

超能力開発のための学園
都市(=東京西部)を舞台に

した、小説やアニメなどの
メディアミックス作品。

立川は、多くのアニメ作品の舞
台、背景に使用されており、それ
らのコンテンツを地域活性への利
用にするには適した環境にある。

すでに、そうした『アニメによる
街づくり』という取り組みはある
が、現時点では、その明確な利
用方法が確立されていない。

背景
既存の取り組み例

2011年秋の楽市でも、同様に
アニメを題材にしたアニメフェスタ
｢ようこそ立川へ｣を開催。

⇒秋の楽市(産業フェア)で行われるアニメフェスタ『ようこそ立川へ』の一環
として、新たなアプローチ(企画)を考える。

趣旨

街×サブカルチャー

↓
相乗的な活性化相乗的な活性化

アニメを通じて、街に興味を持ってもらう。

コンテンツ

『とある魔術の禁書目録(インデックス)』
超能力開発のための学園都市(=東京西部)
を舞台にした、小説やアニメなどのメディア
ミックス作品。
スピンオフ作品に、『とある科学の超電磁砲』
がある。

企画概要

• 入学試験(イグザミネーション)
‐学園都市内の高校への入学試験を模したスタンプラリー。

‐立川駅周辺を回遊してもらう。

‐ゴールした参加者には、合格証明として学生証を進呈。

‐QRコードによる連動企画[ケータイ待受プレゼント]。



企画目的

• 入学試験(イグザミネーション)
‐アニメの世界観を味わいつつ、回遊する(探す、迷う)こと

で、普段なら気にしない街の一面に気付かせる。

‐アニメとは関係ない店舗(お茶屋、和菓子屋など)にスタンプ

を設置することで、普段接点のないファン層(10〜20代)の

来店機会を作る。

企画の流れ

①アニメフェスタ会場で受験票の配布。

②希望者へ受験票の配布。

③立川駅周辺を回遊してもらう。

④引換所に来てもらう。

⑤スタンプが3つ押されていれば学生証を進呈。

⑥アンケートを回収。

企画の流れ 参加者へのヒント

疑似掲示板システム

‐受験票に掲載しているQRコードから閲覧のみ可能。

‐一定時間が経過すると、新しいヒントが追加される。

‐ヒントのバックカラーと地図の色がリンクしている。

ジャッジメント

‐作中に登場する風紀委員(ジャッジメント)の腕章が
目印。

‐iPadを用いて、疑似掲示板を閲覧できない参加者を
サポート。
‐インカムで随時連絡を取り合える。



ジャッジメント QRコード付きポスター

‐携帯電話でQRコードを読み込むと、待受画面を受け
取れる。
‐スタンプを設置した各店舗に準備。

‐各店舗で違う種類を受け取れるので、すべて集める
という、全店舗を回る理由が生まれる。

結果

• ゴールした参加者について。
‐1014人中603人で、想定(5割)を超える結果に。

• スタンプ設置店舗(特に菊川園 伊勢屋)での• スタンプ設置店舗(特に菊川園、伊勢屋)での、
受験者による購買。
‐普段街自体に接点のないアニメファン層が興味を持った。

‐目的である『アニメを通じて繋がりを持たせる』を達成。

• 参加者の属性に関する割合

結果

小学生

中学生参加者男女比率

参加者年代別比率

高校生

20代

30代以上
男性

女性

結果

• アンケートの自由回答欄
ポジティブな意見

イベント楽しかったです。とあるシリーズが好きなの
でまたイベントがあると嬉しいです。

大好きなアニメのイベントに参加できとても充実した
１日でした。また、イベントがあれば参加したいで
す。

ネガティブな意見

もっと回遊、ヒントを簡単にしてまちの回遊を高める。
お金を落とす仕組みにしたほうがよい。

あまりヒントでないヒントで立川をしらないとよくわ
からない。

すごくおもしろかったです。

またお願いします。

つかれたけれど楽しかったです。

春の楽市も期待しています。

お茶とお団子を頂きました。美味しかったです。

ジャッジメントの方の対応が良くてたのしくまわれま
した！ありがとうございました！

禁書が好きで立川に引っ越して来ました。もっとやっ
てください。

自分もこういう企画やりたい。

ジャッジメントがもうちょっと分かりやすい所にいて
くれるといいな。

昨日始まってからヒントがむずかしくてわかりづら
かった。地元の人ならすぐかわるのかなって気がし
た。

ちょっと難しすぎ、立川住人でも分りにくいです。

スタンプ配置場所がわかりづらかった。

ケイタイ持っていないので、きびしいイベントだった
カードの裏面だけでさがすのはムリがある きょう
はジャッジメントがみあたらず おまけにカードを失
くした。

説明が少なかったので、かなり奥まで歩いた。

スマフォ対応してほしい。

小さい店舗が特定しにくかった。

成果と課題

• 予想以上の参加者が街を回遊し、結果として、
今まで知らなかった立川の魅力を認識しても
らうことができた。

だが 今回の企画は短期的であり 楽市とい• だが、今回の企画は短期的であり、楽市とい
う機会も、年2回と期間が少ないため、その間
に興味が薄れてしまう。

• 中長期的、また中継ぎも含めた継続的な企
画を考える必要である。




